
様　式　イ

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-1-1 事業名 保育所待機児童対策事業

担 当 子ども未来局子育て支援部保育指導課　大道　℡211-2985

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

・保育所の待機児童の解消及び超過入所の改善を図るため、
保育所の新築及び増改築等に要する経費の一部を補助す
る。
・私立保育所新築費補助事業は、待機児童が恒常的に多い
地区等で、国庫交付金を活用し保育所を創設する。
・私立保育所改築費補助事業は、国庫交付金を活用し、老朽
化した保育所の改築を行う際に、保育所の定員増を行うととも
に、一時保育室等の整備により保育所の多機能化を図る。
・認可保育所整備促進事業は、既存の幼稚園や認可外保育
施設を認可保育所に移行する場合や、市内で認可保育所を
設置運営する者等が新たに保育所を設置する場合に必要とな
る経費を補助し、保育所定員の拡大を図る。
・15人程度の認可保育所が必要な地域において、保育所本園
と一体的に運営する分園設置を進めるため、新たな補助事業
を展開していく。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
○１９年度　　　２７０人
　新築　　　　　１件　　９０人　  　　増改築　　　 ２件　　６０人
　整備促進　　２件　１２０人
○２０年度　　　27０人
　新築　　　　　１件　　９０人　　　　増改築　　　 ２件　　６０人
　整備促進　　２件　１２０人
○２１年度　　　３００人
　新築　　　　　１件　　９０人　　　　増改築　　　 ２件　　６０人
　整備促進　　２件　１２０人　　　　分園　　　　　２件　　３０人
○２２年度　　　１８０人
　新築　　　　　２件　１２０人　　　　増改築　　　 １件　　３０人
　分園　　　　　２件　　３０人

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
【19年度】    （+270人）    362,280千円
 ◆新設　　1か所（+90）    93,538千円
  清）アルプス　90人
 ◆増改築　　2か所（+60）    258,742千円
  ○ 豊）中の島 90人⇒120人（+30）
  ○ 西）手稲東 120人⇒150人（+30）
 ◆整備促進　2か所（+120）    10,000千円
  ○ 北）札幌創成 60人
　○ 厚)厚別もえぎ 60人

※　計画事業での定員増（270人）以外に、下記の事由により
定員の増あり。
 ◆定員変更　　１か所(＋15）
　○ 白）まこと60人⇒75人（+15）

【20年度】    （+360人）    401,109千円
 ◆新設　　1か所（+120）    111,120千円
  東）（仮称）さっぽろ夢　120人
 ◆増改築　　2か所（+60）    261,239千円
  ○ 東）明園 90人⇒120人（+30）
  ○ 西）西野 120人⇒150人（+30）
 ◆増築　　2か所（+60）    18,750千円
  ○ 白）白石うさこ 60人⇒90人（+30）
  ○ 白）北郷すずらん 60人⇒90人（+30）
 ◆整備促進　2か所（+120）    10,000千円
  ○ 中）（仮称）札幌大谷 60人
  ○ 北）（仮称）新琴似中央 60人

※　計画事業での定員増（360人）以外に、下記の事由により
定員の増減あり。
 ◆新築　　１か所(＋60）
　○ 清）（仮称）市立認定こども園　60人
 ◆廃止     １か所(△30）
　○ 北）新琴似乳児 　△30人

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

保育所定員数
16,730人
（H19.4.1）

17,015人
（H20.4.1）

17,405人
（H21.4.1）

17,705人
（H22.4.1）

17,825人
（H23.4.1）

17,750人
（H23.4.1）

■市民との連携、市民参加
　平成15年に次世代育成支援に関するニーズ調査を実施し、保育サービスを希望する施設として「認可保育所」を選択した者の数
値を基に保育所整備計画を策定しており、この計画に基づき整備を実施している。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　保育事業について、札幌市子ども未来局のホームペ－ジで情報提供を行っており、情報の共有化を図っている。

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）



様　式　イ

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 55.5%
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平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ） （単位：千円）

事業名 保育所待機児童対策事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 1-1-1

　19年度事業については、予定どおり保育所を整備することがで
きた。当該整備によって、保育所の定員増を実施することで保育
需要の増加に対応した。

　私立保育所新築事業については、適正な事業地を確保するこ
とが困難となっている。また、私立保育所改築事業については、
現在162ある民間保育所のうち建築後の経過年数等から判断し
て改築が必要と思われる施設の増加が見込まれており、これらの
改築手法について検討する必要がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　平成１9年度からの４か年でさらに１,020人の定員増を図ることとしているが、待機児童及び超過入所者数の状況を見極めながら保
育需要について検証する必要がある。
　また、従来の保育所整備事業による創設や増改築などの大規模な定員増で対応できない15人程度の認可保育所が必要な地域
において、保育所本園と一体的に運営する分園設置を進めるため、新たな補助事業を展開していく。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

887,977
82,000 353,000

そ の 他
一 般 財 源

予　算

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他 0 0

実　績

事 業 費

市 債
そ の 他

財
源
内
訳

44,369一 般 財 源

国 ･ 道 支 出 金 234,854

54,369
－ － － 362,280

117,000

《全体》
[19年度]
　国庫交付金事業については、平成19年第１回定例市議会で補正予算を組み、19年度に繰り越している。また、同事業の本市負
担分を補正予算債で賄うため、差異が生じた。

[20年度]
　国庫交付金事業については、平成20年第１回定例市議会で補正予算を組み、20年度に繰り越している。保育所新築費補助事業
について、整備定員（90→120名）を変更したため、予算額が増加した。保育所増築費事業を新たに実施し、２件（30名×２件）整備
することなったため、事業費・整備定員等に変更があった。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源

117,000


